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IVR学会の2大目標

 IVR学会を専門医機構・認定学会にする

 IVRを標準治療にする



IVR学会を専門医機構・認定学会にする

 国民に資する学会の証。

 格が上がる。

 米国では、DR/IR。Medical studentから人気No.1。

IVRの未来を考えると必須 !!



IVR学会を専門医機構・認定学会にする

放射線専門医
基盤学会

3年

放射線診断専門医
第1サブスペ

2年

連動研修

IVR専門医
第2サブスペ

1年

補完研修





サブスぺ認定のための基準

1. 専門医像と社会的使命

2. 基本領域の承認と同意

3. サブスペシャリティ領域としての認知

4. 専門医数

1) すべての大学病院に1名以上のサブスぺ専門医が常勤

2) 臨床研修病院の半数以上に1名以上のサブスぺ専門医が常勤

3) すべての都道府県にサブスぺ専門医が2名以上いる

5. 専門医研修施設数・指導医数

1) すべての都道府県に研修施設が1施設以上あり、かつ指導医がいること





“IVR”という言葉の啓発

 わかりにくい

 我々の背負っている十字架か・・

“画像下治療” という日本語があるぞ

それでも一般国民には分かりづらい



リハビリ

 よく考えたら変な言葉だけれど、みんな知ってる

 IVRもみんな知ってる言葉になって欲しい



啓発動画

 病院待合室で流す

 学生の講義に使う

 市民公開講座に使う
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プレスリリース

 電通との契約

 今学会から開始





患者会

患者会への通知

IVRを知ってください

IVR専門医→カテーテル治療専門医



IVRを標準治療にする

 保険収載への努力

 リピオドール, ビーズ, NBCA等, 新たな塞栓物質

 Stent, RFAの適応拡大

 IVR 専門医の優越性

 IVRがガイドラインに乗るための努力。



大腸がん治療ガイドライン 2016年版



大腸がん治療ガイドライン 2019年版

肝動注, 凝固療法が消えた





IVRがガイドラインに乗るための努力

 シンポジウム

 大腸がん転移再発病変に対するIVR

 帝京大学外科：橋口教授（大腸がんガイドライン委員長）

 骨軟部腫瘍に対するIVR

 国がん整形外科：岩田先生（肉腫ガイドライン委員長）、

 金沢大学整形外科：土屋教授、

 福井大学整形外科：松峰教授

ビーズ塞栓、
RFA、
凍結療法のアピール



IVR学会, ISIR & APSCVIR 2022

神戸国際会議場

 6 / 4(土)－6（月）

 IVRがガイドラインの

掲載されるような学会

を目指す
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IVR学会英文雑誌

 PubMedに乗っていない

 IFがついていない
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eラーニング

 専門医制度

 カリキュラム・CEPIR

 学術、INE

 講習

 SIRAP



eラーニング

 お金がかさむ

 安定な財源の確保

 会員数の増加

 寄付、バナー広告
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ダイバーシティー・インクルージョンWG

 働き方改革

 意識改革

 女性会員の増加
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コメディカル会員を増やそう

 IVR学会員：3231人

 医師：2747 (85%)

 看護師/技師：459 (14%)

 賛助会員： 25社 (1%)

 コメディカルの増加

 IVRの認知度up

 財政の安定



コメディカル会員を増やそう

 メンバーズ ベネフィット

 技師の放射線防護管理加算

 ・・・・・・
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保険収載

 新たな手技、deviceの保険収載

 IVRの幅を広げる。地位向上。

 適正使用で専門医縛り：専門医特権



保険主催に向けて
 RFA適応拡大

 来年6月くらい：IVR学会で大々的に

 NBCA保険収載

 来年度中

骨セメント保険収載

 現在協議中

静脈stent保険収載

 ニーズ検討会で認可

 TIPS保険収載

 門亢症学会と共同で
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国際化

 APSCVIR, SIR, CIRSEとの関係をさらに深化させる

 SIRAPも継続し、AsiaのIR-leaderとして進んでいく

2022IVR学会では
SIR

CIRSE

SIO

APSCVIR

CCI
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教育

 今後は専門医制度とも連携が必要あり

 胆道IVRのように技術継承も重要
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臨床試験

 学会としの取り組み

 新たな治療、手技、deviceの開発へのcommit



委員会・WG活動

広報渉外
 IVR啓発
 UAE啓発
 eラーニング

INE

 講習会
 認定看護師

専門医
 機構専門医認定
 選挙制度改革

国際
 SIRAP

 SIR, CIRSE, 

APSCVIR

倫理・利益相反
 倫理規定
 COI

PAD

 PADセミナー

胆道
 胆道IVR教育

防護
 放射線防護

保険
 手技、道具保険収載
 Web登録

ガイドライン
 ガイドライン作成
 IVRの標準化

総務
 各委員会との調整
 雑務

救急
 救急・外傷学会

学術
 技術教育セミナー
 CREPIR

ダイバーシティー
 働き方改革
 女性会員の増加

薬事
 新規道具の保険収載
 適応拡大

編集
 和文誌
 英文誌

財務
 財務

PVP

 保険収載に向けて

NIPP

 臨床試験



他学会との関わり

 他学会との関わりは大事

 標準化を目指す

 保険収載



委員会・WG活動

広報渉外
 IVR啓発
 UAE啓発
 eラーニング

INE

 講習会
 認定看護師

専門医
 機構専門医認定
 選挙制度改革

国際
 SIRAP

 SIR, CIRSE, 

APSCVIR

倫理・利益相反
 倫理規定
 COI

PAD

 PADセミナー

胆道
 胆道IVR教育

防護
 放射線防護

保険
 手技、道具保険収載
 Web登録

ガイドライン
 ガイドライン作成
 IVRの標準化
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法令順守

 COI, 個人情報, 契約, 等

 顧問弁護士契約



今後のIVR学会

 専門医機構認定

 IVRの標準化

 IVRという言葉の普及

 IVR誌のPubMed掲載

 eラーニングの立ち上げと会員増加

 保険収載、教育、国際化の持続

 新たな手技、device開発へのcommitment



IVRの明るい未来

 会員皆様の協力がぜひとも必要です

 力を合わせて、築いていきましょう
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